
 

最近は子育てに参加する男性も多いと聞きます。いいことですよね。小さくてかわいい盛りの子

どもと接していられるのはほんの短い時間だけで、子どもが成長してから、小さいときに一緒に過

ごしておけばよかったと思っても遅いですよね…。 

それに、お母さんだけが子育てをしていると、余裕がなくなってしまいがちです。そこでお父さ

んが育児をしてくれたら、子どもは喜ぶし、お母さんも嬉しいし、みんな幸せな気がします。今、

働くお父さんのために育児休暇がある会社もあります。今まさに子育て中のお父さん、これからお

父さんになろうとしている方、今回紹介する本をぜひ、読んでみてください。 
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ＢＡ379.9『忙しいパパでもできる！子育てなんとかなるブック』石阪 丈一／著 

ナナ・コーポレート・コミュニケーション 2009 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

仕事人間だった著者が子どもが産まれたことによって、初めて家族と

いう存在について考えるようになります。最初のうちは義務感からやっ

ていた子育てですが、次第に楽しむことができるようになり、やがて父

親として目覚めていきます。ささやかだけれども家族と過ごすのが「幸

福な時間」なのだと気持ちが変化していき、育児が大変一辺倒という考

え方を捨て、醍醐味を味わうまでにいたった心情が描かれた本です。 

現町田市長 石阪丈一氏のごく自然な子育ての仕方を紹介しています。

共稼ぎの両親の元に育ち、お手伝いをあたりまえにしていた著者は、男性

が家事を手伝うのはごく普通のことという考えをもち、夫婦で働きながら

協力し合い、時には周りの人の助けを借りながら三人の子どもを育てあげ

ました。巻末に坂東真理子氏との対談もあります。    
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ＢＡ367.3 『パパの極意 仕事も育児も楽しむ生き方』 安藤 哲也／著 

日本放送出版協会 2008 
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妊娠から育児休暇、職場復帰、子供の中学入学まで必要な情報が網羅

されています。公的な制度や給付金の情報も掲載され、コンパクトなサ

イズで見やすくなっています。 

本書は、子どもが生まれた直後に妻の体調が良くないことから、「育休をと

ろう」と思い立った著者がブログとして三年間連載していたものに加筆したも

のです。収入が途絶えた育休の間の家計簿の細かい出入金の記録も載っていま

す。（実際は申請書を提出後、給付を受ける）そんな充実した日々を送った毎

日の様子が描かれています。 

数々の企業で働きながら子育てをし、とうとう父親支援のNPO まで

立ち上げてしまった著者。何とか仕事のやりくりをして、子どもの送

り迎えをしたり、子どものピアノの発表会に行ったりなど、奮闘する

様子を書いたものです。世の中の男性たちに、もっと家事をしようよ、

家族を助けようよと呼びかけています。 

父親のために書かれた育児マニュアル本です。妊娠10ケ月間の流れ、お産の

始まりから出産、産まれてからの日常生活における注意点などが事細かに書かれ

ています。 


